
３．本日の発表内容（特許概要）
ペットボトル回収車輌による

収集作業、中間処理工場の一体化
・ 回収車輌内で自動的にキャップ・ラベルを

本体から分離分別する。

・ ボトル本体をチップ状に細断処理して

大幅減容化する。
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